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業績概況（１０-１２月）

2005年
10 – 12月

2006年
10 – 12月 増減額 増減率(%)

売上高 29,078 31,249 2,170 7.5%

売上総利益 4,896 7,039 2,142 43.8%

営業利益 473 1,655 1,182 249.8%

経常利益 522 1,752 1,230 235.7%

当期純利益 261 954 693 265.7%

（単位：百万円）【連結】
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部門別（旧）売上高比較（１０-１２月）

［売上高］

2005年
10 – 12月
(構成比

 

%)

2006年
10 – 12月
(構成比

 

%)

増減額 増減率(%)

ソフトウェア開発
10,423
(35.8%)

10,363
(33.2%)

△59 △0.6%

情報処理
7,836
(27.0%)

8,130
(26.0%)

293 3.7%

システム販売
10,818
(37.2%)

12,755
(40.8%)

1,937 17.9%

合計
29,078
(100.0%)

31,249
(100.0%)

2,170 7.5%

〔受注残高〕
ソフトウェア開発

7,162 10,572 3,409 47.6%

〔受注高〕
ソフトウェア開発

9,973 11,224 1,251 12.5%

（単位：百万円）【連結】
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部門別（新）売上高（１０
 

– １２月）

売上高
業務系

ソリューション

ＥＲＰ

ソリューション

プラットフォーム

ソリューション

合計

（構成比

 

%）

ソフトウェア開発 7,643 2,057 663
10,363

(33.2%)

情報処理 4,203 196 3,729
8,130

(26.0)

システム販売 4,120 1,021 7,614
12,755

(40.8%)

合計

（構成比

 

%）

15,967

（51.1%）

3,274

（10.5%）

12,007

（38.4%）

31,249

(100.0%)

【連結】 (単位：百万円)



6

業種別売上高比較（１０
 

– １２月）
(単位：百万円)【連結】

2005年

 

10

 

– 12月 2006年

 

10

 

– 12月 増減

金額 構成比(%) 金額 構成比(%) 金額 増減率(%)

製造 7,721 26.6% 7,624 24.4% △97 △1.3%

流通 6,053 20.8% 5,994 19.2% △58 △1.0%

金融 2,579 8.9% 3,199 10.2% 619 24.0%

銀行 862 3.0% 846 2.7% △15 △1.7%

信販･ﾘｰｽ 204 0.7% 702 2.2% 497 243.6%

証券 826 2.8% 984 3.2% 158 19.1%

生保・損保 686 2.4% 665 2.1% △21 △3.1%

通信・運輸 6,127 21.1% 6,948 22.2% 820 13.4%

電力・ガス 726 2.5% 366 1.2% △360 △49.6%

サービス・他 5,869 20.2% 7,116 22.8% 1,247 21.3%

合計 29,078 100.0% 31,249 100.0% 2,170 7.5%
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売上分析（10-12月
 

対前年度比

 
主要増･減収要因）

－増収要因－
 

（単位：億円）

◆ソフトウェア開発
 

証券業界向け
 

＋
 

１

◆情報処理
 

住友商事向け
 

＋
 

３

◆システム販売
 
通信業界向けハードウェア＋

 
７

他ハードウェア
 

＋１０

－減収要因－

◆ソフトウェア開発
 

電力業界向け
 

△
 

３

旧SSE㈱

合算ベース
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業績概況（４-１２月）

2005年

 

4 – 12月 2006年
4 – 12月
②

増減額
②-①

増減率

 (%)ＳＣＳ
旧SSE㈱

合算ベース ※

 

①

売上高 76,014 89,210 95,437 6,226 7.0%

売上総利益 12,606 15,089 20,733 5,644 37.4%

営業利益 2,589 1,091 4,234 3,143 288.1%

経常利益 2,706 1,240 4,462 3,221 259.6%

当期純利益 1,514 507 2,291 1,784 351.6%

（単位：百万円）【連結】

【一部参考数値】

※内部管理数値をもって、旧ＳＳＥ㈱合併前業績を合算
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部門別（旧）売上高比較（4
 

– 12月）

(単位：百万円)【連結】

［売上高］

2005年

 

4 – 12月 2006年
4 -

 

12月
(構成比

 

%)
②

増減額

②-①

増減率

(%)SCS
(構成比

 

%)

旧SSE㈱

合算ベース

 

※

(構成比

 

%)

 

①

ソフトウェア開発
31,583
(41.5%)

32,064
(35.9%)

32,271
(33.8%)

207 0.6%

情報処理
19,684
(25.9%)

24,115
(27.0%)

24,695
(25.9%)

580 2.4%

システム販売
24,745
(32.6%)

33,031
(37.0%)

38,471
(40.3%)

5,440 16.5%

合計
76,014
(100.0%)

89,210
(100.0%)

95,437
(100.0%)

6,226 7.0%

〔受注残高〕

ソフトウェア開発
7,162 7,162 10,572 3,409 47.6%

〔受注高〕

ソフトウェア開発
33,164 34,125 37,225 3,100 9.1%

【一部参考数値】

※内部管理数値をもって、旧ＳＳＥ㈱合併前業績を合算
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部門別（新）売上高（４
 

– １２月）

売上高
業務系

ソリューション

ＥＲＰ

ソリューション

プラットフォーム

ソリューション

合計

（構成比

 

%）

ソフトウェア開発 24,088 6,376 1,807
32,271

(33.8%)

情報処理 12,198 695 11,801
24,695

(25.9%)

システム販売 12,370 3,409 22,691
38,471

(40.3%)

合計

（構成比

 

%）

48,657

（51.0）

10,480

（11.0）

36,299

（38.0）

95,437

(100.0%)

【連結】 (単位：百万円)
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業種別売上高比較（ ４ – １２月）
(単位：百万円)【連結】

2005年

 

4 – 12月
2006年

 

4 – 12月

 

② 増減

 

②-①
SCS 旧SSE㈱合算ベース※①

金額 構成比(%) 金額 構成比(%) 金額 構成比(%) 金額 増減率(%)

製造 19,348 25.5% 24,059 27.0% 23,571 24.7% △488 △2.0%

流通 17,881 23.5% 18,988 21.3% 19,377 20.3% 388 2.0

金融 8,855 11.6% 9,510 10.7% 10,591 11.1% 1,081 11.4%

銀行 2,339 3.1% 2,443 2.7% 2,914 3.1% 471 19.3%

信販･ﾘｰｽ 1,959 2.6% 2,415 2.7% 2,382 2.5% △33 △1.3%

証券 2,403 3.2% 2,479 2.8% 3,217 3.4% 737 29.7%

生保・損保 2,151 2.8% 2,171 2.4% 2,076 2.2% △95 △4.4%

通信・運輸 14,883 19.6% 16,630 18.6% 19,796 20.7% 3,166 19.0%

電力・ガス 1,691 2.2% 1,888 2.1% 1,464 1.5% △424 △22.5%

サービス・他 13,355 17.6% 18,130 20.3% 20,636 21.6% 2,505 13.8%

合計 76,014 100.0% 89,210 100.0% 95,437 100.0% 6,226 7.0%

※内部管理数値をもって、旧ＳＳＥ㈱合併前業績を合算

【一部参考数値】
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売上分析（4-12月
 

対前年度比

 
主要増･減収要因）

－増収要因－

 
（単位：億円）

◆ソフトウェア開発

 
銀行・証券業界向け

 
＋１１

◆情報処理

 
住友商事向け

 
＋

 
３

◆システム販売

 
通信業界向けハードウェア

 
＋３９

住友商事向けハードウェア

 
＋

 
５

他ハードウェア

 
＋１０

－減収要因－

◆ソフトウェア開発

 
製造業界向け

 
△

 
５

電力業界向け

 
△

 
３

◆システム販売

 
金融業界向けハードウェア

 
△

 
４

旧SSE㈱

合算ベース
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収益分析営業利益ベース（対前年度比

 

主要増減益要因）

第３四半期〔＋１２〕

増益要因

 

<＋１３>
◆売上高増加

 

＋３

◆収益性改善

 

＋５

◆不採算案件の減少

 

＋１

（△２→△１）

◆その他費用の減少

 

＋４

減益要因

 

<△１>
◆ ProActive関連

 

△１

旧SSE㈱

合算ベース

中間期〔＋２０〕

増益要因

 

<＋２５>
◆売上高増加

 

＋５

◆収益性改善

 

＋８

◆不採算案件の減少

 

＋４

（△６→△２）

◆その他費用の減少

 

＋８

減益要因

 

<△５>
◆ ProActive関連

 

△５

第３四半期累計〔＋３２〕

増益要因

 

<＋３８>
◆売上高増加

 

＋８

◆収益性改善

 

＋１３

◆不採算案件の減少

 

＋５

（△８→△３）

◆その他費用の減少

 

＋１２

減益要因

 

<△６>
◆ ProActive関連

 

△６

（単位：億円）



14

通期業績予想修正

期初発表予想
2007年

 

3月
今回修正予想
2007年

 

3月
増減 増減率(%)

売上高 140,000 140,000 - -

売上総利益 28,000 30,000 2,000 7.1%

営業利益 7,000 7,900 900 12.9%

経常利益 7,100 8,100 1,000 14.1%

当期純利益 3,600 4,000 400 11.1%

（単位：百万円）【連結】
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通期業績予想修正要因

期初予想以上の収益改善要因を想定

◆ソフトウェア開発

・高収益案件へのシフト

・機会損失の減少

◆システム販売

・一部高収益プロダクトソリューション

事業の伸張

・サーバ等ハードウェア販売の収益改善
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成長への戦略・スケジュール

能力開発能力開発

技術基盤強化技術基盤強化

パートナー戦略パートナー戦略

事業フォーカス事業フォーカス

経営資源の再配分経営資源の再配分

見積リスクチェック制度・
プロジェクトチェック制度の充実

グローバル戦略グローバル戦略

2006年度 2007年度以降

第2四半期 第3四半期第1四半期 第4四半期

経営ｲﾝﾌﾗの整備経営ｲﾝﾌﾗの整備

SC海外各拠点・マルチナショナル企業への取り組み強化

生産技術グループの拡充

新人事制度の
設計・開発

予算・業績管理制度の刷新

人材力強化の推進

運用強化・浸透

ターゲットビジネスの拡充
ﾀｰｹﾞｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽの選定

組織再編

PMOによるプロジェクト高品質化推進

パートナー一元管理体制確立に

 

よる効率化・専任組織の設置

オフショア開発の再整備

2005年度

原価管理体制の強化

資本提携・業務提携の推進

業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
て
成
長
軌
道
へ

I
T

新予算・業績管理制度の執行

現場力強化

次期基幹システムの構築
ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾌﾗの構築

ﾀｰｹﾞｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽの
ﾌｧｲﾝﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

研修体系の刷新

新人事制度導入

PMOの導入・

 
設置

プロジェクト高

 

品質化のため

 

の組織設計

新研修プログラムの遂行
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ProActiveの進捗

 製品の完成度を高めるとともに

カスタマイズにおける生産性向上策実施

⇒第３四半期に一応の完了
⇒第４四半期に品質の検証作業中

事業戦略の進捗状況(１)

データセンタービジネスの拡充
 netXDC 東京第一ｾﾝﾀｰ、第二ｾﾝﾀｰ

⇒200ラック増設中（更なる増設も検討中）
 netXDC 大阪ｾﾝﾀｰ

⇒東京本社での一体運営による運用体制強化
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内部統制ビジネスの推進

 朝日ITソリューション㈱を子会社化の上、上流工程を
ターゲットに事業推進

 内部統制ビジネス推進部による全社連携体制の確立

⇒営業活動の本格展開へ

グローバルオペレーションの整備
 中国現地法人の設立

・上海
 

２００７年３月（予定）

・大連
 

２００７年４月（予定）

 東南アジア地域

・拠点設立を検討中

事業戦略の進捗状況
 

(２)
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